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海底牧場構想を伴ったサーフポイントの役置に向けて

田中俊樹＊

1. はじめに

2 0 1 0年．我が国日本におけるサーフィン愛好者，体験者及びサーフィン業界関係者

は， 20 0万人を超えたと言われています．このことは，スポーツの一種目として認知，

定着したと言えるでしょう．ところが，サーファ一人口の増加は，新たな問題を引き起こ

しています．その第一番目に上げられるのは，「ポイントパニックJと呼ばれる現象です．

これは，限られた条件の場所でしかサーフインが出来ない事が原因で起こるサーフポイン

トの混雑の事です．この現象は，色々な事故やストレスを生み出しついには，テリトリー

争いの暴力事件にまでにエスカレートしたなどと言う悲しい話を何回か耳にしたこともあ

ります．

一方， 1 9 6 0年代に閉じようにスポーツブームとして始まったスキーの場合は，国，

県，市町村それに関係諸国体が一団となり新しいスポーツの振興と普及のための計画的山

林伐採に向けての規制緩和と助成金などの後押しを受け，スキーゲレンデの開発と整備が

行なわれました．その結果 19 7 2年には，アジアで最初の第 11回冬季オリンピック（札

幌）， 1 9 9 8年には場所を変え長野県にて第 18回の冬季オリンピックを開催するほどま

でに発展したのです．現在スキー愛好者の年間延べ人口は，約 1000万人だそうです．

これは，たんに高度経済成長期の波に乗ったと言うだけではなく，グ、ローパルな視点から

日本を見た時に，スキーに適した積雪量の多い山々が点在していたという恵まれた自然環

境が背景にあったからです．しかも，経済大国に成ったお陰で道路と鉄道の交通網が整備

され，今では，世界有数のスキーヤ一天国に成長し，そこには，ゲレンデを奪い合うよう

な「ポイントパニックj と呼ばれるような争いごとは，どこにも見当たりません．それど

ころか近年では，ゲレンデの数が多過ぎて，家族や友達と一緒にスキーを楽しむのにどこ

に行くかと迷う程です．

さて，日本のサーフイン環境をグローパルな観点より分析してみると，島国日本は，台

風の通り道に位置しており，年間を通じて他の諸外国よりかなり多くの確立で大きなうね

りと波が打ち寄せて来ている事が判明しています．スキーに言い換えると『積雪量が多い

にも関わらず， リフトはなくゲレンデも整備されていないのでスキーが限られたところで

しか出来なし寸状態とも言えるでしょう．

このような時代背景を考えると，これからの私たちの活動は大きな可能性に満ちあふれ

ています．海底牧場構想を持ったサーフポイントの設置は，例えばヨットハパーや釣り船

遊覧船の港の建設及び維持費用の何十分かのーで可能です．更に『ポイントパニック』の

問題を解決することに留ま・らず，自然環境の育成に貢献できる活動であり，多くの人達に

海のすばらしさや波エネルギーと遊ぶ楽しさ，そして自然の驚異と美しさを感じる機会を

提供できるレジャーに繋がるのです．更には，設置した各地域に大きなプラスの経済効果

を生み出し， p文化や芸術に良い影響を与えることでしょう．

官NPOアイディアルリーフ 代表

- 23ー



第2回サーフィンサイエンス＆テクノロジーシンポジウム， 2010年2月

2.アイディアルリーフ

図－1 『 環境にやさしいサーフポイントを作ろう 』

2ベD 活動主旨

NPOアイディアルリーフは非営利団体です．従来の景観を損なう消波ブ‘ロックによる高

潮対策事業に代わる天然石を用いた水没型人工リーフを基盤にそれぞれの地域にあった海

底牧場構想、を立案し，波の力を利用した循環型の環境の再生を促す海底の整備を第一の目

標とします． 同時に，うねりと波を利用したスポーツ（サーフィン，ボディーボード，シ

ーカヤック，ウインドサーフィン等）のゲレンデをデザインし，地域経済産業の活性化を

めざします． さらには，子供から老人まで生涯学習の海の教育の場所づくりのために海岸

の整備やゴミ問題に積極的に取り組み，海に関わる環境を良くする為に最新の情報を提供

し，より良いアイデアを提案し行動していきます．

2－② 3つの理念

。；「愛であるリーフJ

NPOの事業活動に参加する人と自然環境に優しい事

8; rideal（怠想的な）リーフJ

高潮防波システム，海底牧場，サーフポイントを兼ね備える事

＠；『アイデアのあるリーフ』

より良い自然環境と関係者にとって有益なアイデアを取り入れる事

会③活動方針

主旨を理解した個人やグループが，出来る時に出来る事から協力しあう

NPOのボランティアのチーム活動です

＠；情報収集，分析，整理，報告

＠；高潮防波システム，海底牧場，サーフポイントの要因を兼ね備えた

人工リーフの設計

＠ ；行政海岸管理者，政治家，利用者へ告知，具現化に向けての働きかけ

バ
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2－③4，情報収集，分析，整理．報告

A；逗子海岸，海底の調査報告

『逗子の大崎，カブ根のサーフポイントは安山岩の人エリーフだった』

(1）起点

そもそものきっかけは，逗子市制 40周年の記念事業の一つであった逗子海岸の西

側海中に建てられた『不如帰』の石碑の調査から始まった．

(2）調査結果－I

1. この石は，徳川家康が天下を統ーした 16 0 6年頃から始まった江戸城築城か増改築

の名目で西日本の大名 28家に石垣石『10万石につき 10 0人持ちの石を 11 2 0個

づ、つ』を献上させていた時代の石の 1つである．

2.海洋運搬中に大崎沖で英断皮した船から落ちた石で，昭和 8年まで、磯の上にあった通称

『鍋島石』と呼ばれていた石である．

3. 昭和8年，逗子町政20周年を記念して当時逗子を舞台として話題となった徳富産花

氏の恋愛小説『不如帰』を記念して石碑に加工された．

4. 石は約400年前に伊豆の真鶴から切り出された安山岩である．

関連情報；他にも同様の石が海底に落ちている．

図－2 「不如帰」の石碑
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(3）調査結果－Il 

新たな情報を基に逗子市制40周年記念事業の実符委員が中心となり小坪持、業組合とボ

ランティアダイパーの協力により海底の石の調査を行ないました．

1. 刻印を発見．海底の石には加賀藩の刻印が刻まれていた．

2. 現在は，地元のアワビ養殖の海底牧場として活用されている．

関連情報；真鶴の安山岩は良い漁場となるのでその後も人工的に国，県，市の助成金を基

に投石が行なわれていた．

J:R・Ul f,>.t •・ C"＆：“・0....... tてい・．

図－3 加賀藩の刻印

図－4 加賀藩の刻印
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(4）調査結果－m
逗子市の情報公開資料の収集
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図－5 投石を行うための公文書

図－6 投石事業の経緯

- 27 -



第2回サーフィンサイエンス＆テクノロジーシンポジウム， 2010年2月

年 度 補助事第名 事案量 ，設 置 位 置 日制約

昭和37 第i注沿摘 安山岩 1 7 0 rd 温子市小坪大崎地先 ① 

38 II JI .1 7 3 爆手市小原大崎地先 ＠ 

39 1 6 2 混子市小坪大崎地先
•.•.,. 

＠ ’t II 

40 II JI 1 5 S- 温子市小悼大崎地先 ＠ 
41 IJ // 298 温子市小坪大崎地先 ＠ 

4. 2 IJ II 290 i昌子市，J，坪犬崎地先
，・、

＠ 

43 II II 245 逗平市小坪大崎i也先 ⑦ 

46 第2次治精 JI 1. 128 嫡m防・ .UU1’240＇、制川 208' ＠ 

54 II n 441 店子市小坪大埼泡先 ⑨ 
』一ーーー

59 新沿捕 " 1. 153 E干州k晴脱抑制194',A001 ＠ 
． 60 II II l. 18 8 JI 180＇、品001 ll 

6 1 II IJ l, 1 6・2 If 
．，宅E~ 

260・.100. 12 

62 )J JI 1. 1 1 9 JI 265・.700a 13 

平成 2 II (IJ制憲） JI 2, } 6 Q JI 26S’. 9001 14 

ミ II ,, 2. 0 61 JI 160・.400a. 15 

5 JJ // 1. 7 7 9 』I 2 H’. 600. 16 

7 自結路健腿 I』 l, 7 6 0 JI 205・，6001 17 
一 一 一一 一

9 II 

” 
1. 6 5 7 II 220’．印h 18 

11 ’ II // l, 6 5 0 II 258・750a 19 

図－7 投石事業の内容

亡、 ‘ー

図－8 投石場所
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（まとめ）

①逗子のサーフポイントと成っているカブ根，大崎は，真鶴の安山岩を海底牧場の目的で

長年投石事業を行なわれていた場所と一致していた．

図－9

②神奈川県水産課漁業調整資源管理班（水産技術センター；衛星からのアワビの生息状況

調査結果）の分析報告より，投石事業による海底牧場が有益であることが判明した．

図ー10
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